
データサイエンスすいすい会

「予測スコアを用いた効果的な施策実施」
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n古幡征史(PhD)
n株式会社GRI 取締役
n経歴

• 筑波大学　 第三学群社会工学
• 筑波大学大学院　 経営・政策科学研究科修了(MS) 
• University of Western Sydney, PhD in Computer Science（コンピューターサイエンス博士号）
• Universite Toulouse 1 Capitole, Doctorat en Informatique（コンピューターサイエンス博士号）

• 丸文株式会社/KPMGコンサルティング/北陸先端科学技術大学院大学/University of Southern California/ドワンゴ
n分野

• データ分析＆シミュレーション
• データ分析基盤構築
• AI開発
• BI構築
• マーケティング、サプライチェーン、物流管理、配送管理、営業、経営、人事管理、財務管理、オークション、制度設計
• 東京ガス、読売新聞、ソニーネットワークコミュニケーションズ、ドワンゴ、アミューズ、ジブラルタ生命保険、野村総

研、東京証券取引所、スパークス、米国運輸省、米国海軍研究所、NASAを含む50社以上
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すいすい会の紹介
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nデータサイエンスの領域に関して知見を共有しあい、みんなで実践的な理解度
を高めたい

n自分の知見などを自由に発言してください
 （呼び水のテーマ紹介をします）

nしばらくの期間は、自動機械学習を中心にお話をさせてください

n資料：　GRIホームページ
https://gri.jp/news/12924

nSlack：  ForecastFlowチャンネル
https://join.slack.com/t/forecastflowusers/shared_invite/enQtNTgyMjcxOTg0NzcxLTBkOWEzYWMwNDJmNTkyMDQzYmIxYWU0YWI4ZmU3ZDU0ZTMxNDUwODAxMWFmYmU1YjJiZGI0MjRhYWYyYTNlZTQ

nYouTube: GRIチャネル
https://www.youtube.com/channel/UCDVGqf-dgczYHMfPzpQ0jNQ
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過去のすいすい会の動画
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n第１回「ビジネスでAIを活用するための問題設定」
• https://www.youtube.com/watch?v=ppkgYD69NDU

n第２回「アンケートと機械学習」
• https://www.youtube.com/watch?v=-s1PcLQUBNI
• https://www.youtube.com/watch?v=ylVT3OyayEk
• https://www.youtube.com/watch?v=sFVabtfNvIk

n第３回「分類問題の精度評価手法と不均衡データ」
• https://www.youtube.com/watch?v=q6WJDTOgotA

n第４回「自動機械学習での特徴量の作り方」
• https://www.youtube.com/watch?v=Ms52EnCRk8g
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表形式の自動機械学習（AutoML）とは
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n 一枚表さえ用意したら、自動で機械学習をさせることができるシステム

継続 解約

サブスク会員

１か月後

ID: 4
会員月数: 60
住所: 大阪
年齢: 25
趣味: F

機械学習：　ターゲットを特徴量だけで予測すること



©GRI Inc.

本日の話題：　予測スコアを用いた効果的な施策実施
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n推論（予測スコアの算出）の考え方

n予測スコアの施策選定への活かし方

n予測スコアの算出から可視化までの自動化のやり方（Tableau PrepのTabpy連
携）

nELTツールMatillionを利用したBigQueryとForecastFlowの自動連携のやり方

nForecastFlowの機能追加の紹介（Sensitivity Analysis  (Partial Dependence 
Plot) の探索機能追加）



©GRI Inc.

ForecastFlow活用の２つのフェーズ
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• 訓練フェーズ（処方的アナリティクス）
• 過去実績を用いて予測モデルを構築
• 戦略的なサービス設計に役立てる

• 推論フェーズ（予期的推論）
• 最新のデータからIDごとに予測スコアを作成
• 戦術的な施策実施に役立てる
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ForecastFlowの２つのフェーズ
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問題設定 特徴量エンジニアリング
（データセット準備）

訓練
（予測モデル構築） 解釈と優先順位

機械学習で解くべき問題
を定義

問題に沿った一枚表を作成 データセットから予測する
法則を自動的に学習を行い、
予測モデルを構築

学習した法則を人が解釈
できるようにし、解釈に
基づき優先順位の決定

新しいデータセット
（未知なターゲット）

推論
（予測スコア）

予測スコアに基づいた
施策実施 効果検証

ターゲットなしの一枚表を
作成（予測したいデータ）

構築済みの予測モデルへ新
しいデータセットを投入し、
IDごとに予測スコアを算出

予測スコアに応じて、顧客の
選定、及び施策の出し分け

訓練フェーズ

施策の出し分けの効果検証を
実施

推論フェーズ
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訓練モデルの自動デプロイとは
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• ForecastFlowでは訓練をして予測モデルを構築すると、自動デプロイされます

• 自動デプロイは、訓練済み予測モデルを使って推論ができる状態のことです

• わざわざデプロイ・ボタンを押して待つ必要がなく、訓練直後に推論が使えます

デプロイ：　訓練済み予測モデルに対して推論データの
入力を受け付ける状態にシステムをすること

訓練済み予測モデル
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推論で予測スコアの作成とは
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最新データに対して訓練済み予測モデルで構築したルールで推論（予測スコアの
作成）ができる

推論

推論用データセット
（最新データ）

訓練済み
予測モデル

予測スコア
（IDごとにスコアの算出）
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推論で予測スコアが予測となるトリックは訓練済み予測モデル構造
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訓練する際、ターゲットと特徴量の時間的な関係に差分を設定することで、推論
結果が予測となりえる

推論

推論用データセット
（最新データ）

訓練済み
予測モデル 予測スコア

（IDごとにスコアの算出）
訓練

訓練用データセット

5月

ターゲット

訓練実施
6月

特徴量

（ユーザ属性／入電）

2月 …

時間の差分
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推論で予測スコアの例（FroecastFlowの画面）
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画面の例
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推論（予測スコアの算出）の考え方
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n予測スコアが分かるとして、どのように利用すべきか？

例）１か月後の
解約予測スコア

①予測スコアで対応する顧客の優先順を付ける

②予測スコアと特徴量で顧客をセグメント化し
て施策を出し分ける

③効果検証で利用する

次回以降のトピック

※なお、ForecastFlowでは予測スコアの算出しかされないので、可視化が肝になる
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①予測スコアで対応する顧客の優先順を付ける
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n従来のターゲットセグメントに加え、予測スコアに応じて、施策を出すか決める

性別 年代 予測スコアX X

よくあるデモグラ基準のセグメント

施策対象者

https://public.tableau.com/profile/griinc6648#!/vizhome/MachineLearningInterpretation_JA/Interpretation
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①予測スコアで対応する顧客の優先順を付ける
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n従来のターゲットセグメントに加え、予測スコアに応じて、施策を出すか決める

予測スコア

◆Aパターン（施策単価が安い場合）※DMなど
・効果の高いものから順番に予算金額まで選ぶ

◆Bパターン（施策単価や対象の制約が大きい場合）※営業マンなど
・予測スコアが50%付近の対象者から選ぶ
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②予測スコアと特徴量で顧客をセグメント化して施策を出し分ける
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n特徴量を選び、その中で予測スコアに応じて、対象範囲を選択する

予測スコア

選ばれた特徴量
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②予測スコアと特徴量で顧客をセグメント化して施策を出し分ける
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n特徴量を選び、その中で予測スコアに応じて、対象範囲を選択する

予測スコア
選ばれた特徴量
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パターンが決まってきたら、ETL/ELTツールで条件の自動化
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Tableau Prep

分析基盤/トランザクション
システム

ファイル連携
API連携

③推論スコア

④推論スコア

・アウトバウンド・コール出し分け
（推論スコア、特徴量に応じたトークスクリプト、ポイント特典）

②リクエスト

• 施策出し分けの閾値確認
• 施策の効果検証（DIDより分かりやすい）
• 効果的なトーク手順の模倣
• アラート（担当者ごと）

①最新データ

ファイル連携

⑤推論スコア付
最新データ

パブリッシュ

・同梱チラシの選定
（推論スコア、特徴量に応じた同梱チラシの選定）

⑥施策指示
⑦施策結果

コールセンター

同梱チラシ

Marketing 
Automation

・メール出し分け
・ポップアップ制御
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What-if分析の例（架空の条件を設定し、施策の選定をしたい）
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推論

推論用データセット
（最新データ）

訓練済み
予測モデル

予測スコア
（IDごとにスコアの算出）

架空のデータで増幅
（特徴量４の値をWhat-ifしている）

架空のデータで増幅
（特徴量４の値をWhat-ifしている）

ID=1に対して、解約予測スコアが最も低くなる
特徴量４のDの施策を選定
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Prep利用の例
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ForecastFlowのPrep連携機能のご紹介
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Prep連携で推論結果を自動更新できます
• Prep連携の流れ

今回はTabPy立ち上げ→フロー作成・結果の確認までのデモ

モデル作成 TabPy
立ち上げ フロー作成 バッチなど

訓練用データで
予測モデル作成

TableauとPyhonを
連携させるもの

※Python,TabPyの
インストールが必要

①推論用データ接続
②ForecastFlowで
推論用スクリプト
を取得
③結果を確認

フローの定期実行
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Prep連携での推論実行の流れ

23

TabPyの立ち上げ
• Annaconda からTabPy Serverを立ち上げ

コマンドプロンプトから直接立ち上げも可能
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Prep連携での推論実行の流れ
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フロー作成
• 推論用スクリプトの準備

• ForecastFlowでスクリプトを作成
• TabPy Server内に保存

• フロー作成
• 推論用データに接続
• スクリプトステップを追加
• 出力を追加（今回はTableauOnlineへパブリッシュ）

• 結果の確認
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大規模データの場合の例
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ForecastFlow
+

BigQuery
+

Matillion



©GRI Inc.

ELTツールMatillionを利用したBigQueryとFFの自動連携
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Feature Store各種ログ＆マスタ

推論用
インプット

データ

(2)unload

(1)Transformation

(4) Publish to Tableau

PyPI: ForecastFlow Prediction Snippet

GCS

BigQuery Matillion

Tableau

ForecastFlow

訓練済み
予測モデル

(3a)インプットデータ
読み込み

(3b) Request Prediction

(3c) Response Prediction
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Matillionの画面イメージ
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BigQuery-Matillion-ForecastFlowの連携の良い所
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n全自動で予測結果の確認を定期的に行える
nBigQueryの大規模データを扱える

• Feature Storeとの親和性
nクラウドで完結し低価格
nELTタスクと連携

• タスクスケジューラで実行時間の最適化
nデータフローのビジュアライズ
nノン・プログラミング（一部スニペット）
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まとめ
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nForecastFlowは自動デプロイで推論まで簡単に行える
n訓練用のデータセットに時間差のトリックを作うことで、推論結果を予測スコア

にできる
n予測スコアを使えば、顧客の選定や施策の選定に役立てることができる
nETL/ELTツールを活用して、推論用データの抽出、推論、可視化、施策の出し分

けまで自動化できる
n推論用データセットに、好みのシナリオをデータとして付け加えることで、

What-if分析を行うことができる
n推論を行う際には、ETL/ELTツール、可視化ツール、実行系システム
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ForecastFlowの機能追加の紹介
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nSensitivity Analysis  (Partial Dependence Plot) の探索機能追加
• Sort（並び替え）
• Filter（フィルタ）
• Transpose（転置）
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残っている質問（今後、説明していきたい内容）
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nその他のビジネスの実践例を知りたい

nどのくらい正解データの数があるべきか

n効果検証

n様々な自動機械学習ツールの比較

n様々なETL/ELTツールの比較

n特徴量エンジニアリング（時系列編）

nFeature Store、分析基盤、CDPの説明


